
 

 

 

 

 

 

 

 測定データからＯＤＦ解析の体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ２０１８年１１月１８日 

   ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



概要 

 ＬａｂｏＴｅｘによるＯＤＦ解析の体験、ＴｅｘＴｏｏｌｓによるＯＤＦ解析の体験として、 

   デモソフトウエアを紹介してきましたが、実際の測定データによるＯＤＦ解析を紹介します。 

   実際の測定データは、皆さんが測定したデータでも構いませんが、今回はアルミニウムの実測データを 

   用いて説明します。 

   ＸＲＤ測定では、光学系の補正用にｒａｎｄｏｍデータが必要になりますが、無配向試料は得るのが   

   難しいので、粉末試料で代用します。 

   データは、ＣＴＲソフトウエア付属の粉末試料測定データと、配向試料を持ちます。 

   使用するＯＤＦソフトウエアはＣＴＲソフトウエア付属のＣＴＲＯＤＦソフトウエアを使用します。 

 

ＣＴＲソフトウエアの入手方法 

 http://helpertex.sakura.ne.jp/CTR-download.pdf 

ＣＴＲソフトウエアｄｏｗｎｌｏａｄ 

 http://helpertex.sakura.ne.jp/HelperTexOffice/CTR.zip 

 

ＣＴＲソフトウエアをセットアップ確認後 

 C:¥CTR¥bin¥ODFPoleFigure1_5.jar を立ち上げます。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://helpertex.sakura.ne.jp/CTR-download.pdf
http://helpertex.sakura.ne.jp/HelperTexOffice/CTR.zip


ｒａｎｄｏｍデータによるｄｅｆｏｃｕｓファイルを作成 

使用するデータ C:¥CTR¥DATA¥Al-powder-random¥のデータ 

  

 

 

バックグランド削除を指定し、Ｃａｌｃ 

 

 

 

 



バックグランドを削除したＴＸＴ２ファイルが作成される。 

 

 ＴＸＴ２ファイルをｄｅｆｏｃｕｓとして登録 

 

ｄｅｆｏｃｕｓファイルが登録されます。 

 

 

 

 



配向試料の極点処理 

使用するデータ C:¥CTR¥DATA¥ODFPoleFigure2¥のデータ 

 

 

 

極点処理は、バックグランド除去、ｄｅｆｏｃｕｓ補正、規格化でＣａｌｃ 

 ｒａｎｄｏｍ試料もバルク材なら規格化なし 

 

 ＴＸＴ２ｆファイルが作成され、ＴＸＴ２がＣＴＲＯＤＦの入力データ 

 



ＣＴＲＯＤＦソフトウエアを使う。 

 ODFPoleFigure1_5->Tookit->PoleOrientationを選択 

 

 

 

 先ほどのＴＸＴ２を選択 

 



 

再計算極点図と入力極点図のＥｒｒｏｒ Ｒｐ％が表示される。 

 

解析結果 

各プロファイルが±１．５％以内 

平均値が３．９％と 

正確に測定、補正されたデータ 



解析結果 

 入力データホルダにＣＴＲＯＤＦホルダが作成され結果がテキストファイルで作成される。 

 

 

再計算極点図、ＯＤＦ図、逆極点図、極点図のまとめ 

再計算極点図     ＯＤＦ図 

   

       

逆極点図     極点図まとめ 

 

 

 

 

 

 

 



ODF図  

 

 

結晶方位プロファイル表示 

 

 

 



逆極点図  

 

 

 

Calc後、DispHKLで 

HKLプロファイルが表示出来ます。 


